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	Walk Times
	Vol.4 7月号
	〜二人三脚〜
	ホームページはこちら↑↑
	フェイスブックはこちら↑     日々の訪問看護の様子が見れます♫
	インスタグラムはこちら↑    日々の訪問看護の様子が見れます♫

	ケース①人工呼吸器をつけた状態でも外出を！ご家族様の想いを叶えたい。
	・人工呼吸器管理にて長期入院に。退院後も苦難の連続。
	現在、高島市内在住で人工呼吸器を利用しながら奥様と自宅療養をされているAさんは、平成３０年呼吸不全のため、京都の病院にて気管切開と人工呼吸器の管理が必要となりました。入院中、何度か呼吸器の離脱も試みるも、呼吸苦から精神状態も不安定となり、離脱は困難となりました。更にコロナ禍による面会謝絶が精神状態悪化に追い討ちをかけます。一時は精神科病院も選択肢にあると医師から告げられるも、奥様は精神科病院転院で、更に入院期間を延長させたら、退院が今後出来なくなるかもしれないと不安を感じ、入院中の病院でのリハビリを経て退院させる事を決意します。そして懸命のリハビリを続ける事で、何とか令和３年秋に自宅に退院が決まりました。これからの暮らしに期待と不安を抱えながらも、当訪問看護ステーションと市内のもう１箇所の訪問看護ステーションの掛け持ちでリハビリを続けながら、約３年ぶりとなる自宅での暮らしの中で、少しでも自立した暮らしを・・・といった想いで自宅療養を開始されました。
	しかし退院後、自宅での暮らしは思ったようにはいかず、精神的に不穏症状から当初はトラブル続発でした。時には自ら人工呼吸器を引き抜くこともありました。近院にレスパイト入院の措置を取っても、結局は危険行為防止の為に、常に奥様は隣に居ないといけない状況となることもありました。
	それでも自宅で粘り強く介護とリハビリを継続することで、徐々に体力向上と、精神状態の安定に繋がることができました。
	ケース②子どもとの思い出の味を作り、食べたい！

